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社会現象・自然現象に関するビッグデータをインターネットを通して収集・抽出し、 それらの現象に潜む複数の要因間の関係を分
析して現象の理解や意思決定に活用する方法について学ぶ。 その分析手段としての多変豆データ解析の基礎である相関係数をはじ

③科目概要 めとして単回帰分析・重回帰分析、 さらに因子分析、 コレスポンデンス分析、 ロジスティック回帰分析を取り上げ傾説する。 ま
た、 各種分析手法の実践として、 インターネット上のさまざまなデータを収集・抽出し、 解析・評価するまでの作業をクラウド開
発環境Google Colab上でのPythonプログラミングによりおこなう。

①連成目標
各種の多変量データ解析手法を理鰯できる、 実際のデータに適用する場面で適切な解析手法を選択して分析する技能を身につけ
る。

履修に必要な予備知識や技能（関遠科目等）
関連科目に「統計学」「知識情轍学」がある。 「基本情報技術者試験」で出題される散布図・回帰分析、 データマイニングの分野
の技能の習得を含む。

1情報メディアに関して、 基礎的な情報処理技術、 ソフトウェアについての知識、 また、 資格試験の学修内容等、 基礎的な知識・

学位授与方針との関連
技能を身につけている
2専修コースにおいて、 情報理論、 映像史、 音響、 色彩など、 必要な知識・教養を身につけている。
5専門科目の学習の基盤となる教養と基礎教育の能力を身につける。

④授集計画、 授業外学習の内容及び必要な時間

多変量データと多変量データ解析の基本的な概念、 適用事例、 統計学全体における多変量データ解析の位霞づけを解説する。 ま

第1回
た、 本講義の範囲・目的、 関連科目、 講義の進め方や成緒評価方法等も説明する。 講義前、 ビジネスにおけるデータサイエンスの
位置づけをインターネット等で確認しておく(120分）。 講義後、 「量的データ」「多変量」で検索しそれらの意味について概略を
把握する。 またデータサイエンスの分析目的に関するWebClass課題を解く(120分）。

多変呈データ解析が複数の変数間の因果関係と相関関係に注目する解析手法であることを解説し、 その代表的な手法、 そのプロセ
スを紹介する。 クラウド開発環境Google Golabを起動し、 プログラミング言語Pythonによる初歩的なプログラミングを通してー通

第2回 りの使い方を学ぶ。 講義前、 インターネット等でさまざまな多変量データを収集しておく(120分）口 講義後は、 収集した個々の
データについて、 データ中のどのパラメータ間で共変関係があるかを確認する口 また因果関係と相関関係に関するWebClass課題を
解く(120分）。

ピアソンの積率相関係数について、 データの偏差、 偏差積、 共分散の意味を散布図を用いて図的に解説するとともに、 相関係数を

第3回
計尊する手順について例を挙げて詳しく解説する。 数理的な基礎知識としてZ記号を用いる総和計箕の各種具体例について解説す
る。 講養前、 「相関」等で検索し、 相関に言及している分析例を下詞べしておく(120分）口 講義後、 データの偏差、 偏差積、 共分
散の意味についてまとめておく。 また具体的なデータを対象に分散までの計箕を\1ebClass課題としておこなう(120分）。

クラウド開発環境Google Colab上でPythonの変数・代入、 条件分岐、 繰り返し等の基本文法構造に関するプログラミング演習をお
こなう。 また、 データを扱う際に多用するリスト、 辞書等のデータ構造についても演習し、 相関係数を求める簡単なデータ処理プ

第4回 ログラムを作成する。 講義前、 ブログラミング言語Pythonについてインターネット上で調査し、 どのような目的で使われているか
をまとめる。 講義後、 作成したデータ処理のためのPythonブログラムを調べ、 相関係数を計算するための手順が実装されているこ
とを確認する。 また具体的なデータを対象に相関係数までの計算をWebClass課題としておこなう(120分）。

一つの原因から結果を予測する単回帰分析について解説する。 単回帰分析の目的、 手順を説明した後、 例を挙げて2次元散布図で

第5回
示された例から単回帰直線を実際に作る作業を行う。 また、 単回帰直線のグラフを作成する作業も行う。 講義前、 キー ワ ー ド「単
回帰分析」等で検索し、 単回帰分析の具体例を下調ぺしておく(120分）。 講義後は、 その具体例の独立変数、 従属変数等を把握
し、 単回帰分析の構造についてまとめる。 (120分）。

クラウド開発環境Google Colab上でPythonの科学計算ライブラリNumpy、Scipyをインポートし配列・行列データの処理プログラミ
ング演習をおこなう。 次にデータ加工ライブラリPandasをインポートし汎用性の高いDataFrameを扱うプログラミングをおこなう。

第6回 さらにグラフ描画ライブラリMatplotlibを利用してインターネットから取得したデータに対し散布図の作成と単回帰分析をおこな
う。 講義前、 キー ワ ー ド「DataFrame」等で検索し、 データサイエンス用プログラムにおけるDataFrameの使用例を下調ぺしておく
(120分）。 講義後、 単回帰分析の処理手順を復習する。 また単回帰直線の導出に関するWebClass課題を解く(120分）。

複数の原因から結果を予測する重回帰分析を概説する。 単回帰分析と重回帰分析の違いを説明した後、 回帰平面の最小二乗法によ

第7回
る平出方法について鰯説する。 特に重回帰平面の係数の意味を詳しく解説する口 講義前、 キー ワ ー ド「重回帰分析」等で検索し、
重回帰分析の具体例を下調べしておく(120分）。 講義後、 その具体例の独立変数、 従属変数等を把握し、 偏回帰係数の意味をまと
める(120分）。

重回帰平面における重相関係数、 決定係数について詳しく解説する。 また、 データに内在する多重共線性の問題と対処方法につい
て解説する。 クラウド開発環境Google Golab上でPythonの機械学習ライブラリscikit-learnをインポートし、 インターネットから

第8回 取得したデータに対して3次元散布図の作成と重回帰分析、 重回帰平面の描画をおこなう口 講義前、 単回帰分析と菫回帰分析につい
て第7回プリントで復習する(120分）。 講義後、 重回帰分析の処理手順を復習する。 またGoogle Colab上で実際のビジネスデータ
を対象に重回帰分析をおこない回帰平面を含む3D散布図を求めて提出する(120分）。

データをできるだけ少ない要因で説明する統計手法である因子分析の準傭として、 相関係数行列を説明する。 因子分析の特殊な例

第9回
として相関係数行列だけからの分析方法を例を挙げて解説する。 また偏差ペクトルだけからの分析手法についても例を挙げて解説
する。 講猿前、 キー ワ ー ド「因子分析」等で検索し、 因子分析の具体例を下調べしておく(120分）。 講蘊後、 講蓉中に取り上げた
具体例で得られている共通因子の導出の過程をまとめる(120分）。

因子分析の手順を、 相関係数行列の固有値分鰯、 共通因子の個数の決定から、 因子負荷行列と因子得点行列の導出、 座標軸の回転
による共通囚子の解釈にいたるまで概説する。 主成分分析と因子分析の関係についてもふれる口 講義前、 キー ワ ー ド「固有値分

第10回 解」「因子負荷行列」「主因子法」「バリマックス回転」等で検索し、 因子分析の手順を下詞べしておく(120分）口 講義後は、 分
析手順をトレースし、 その概略を把握する。 また相関係数行列だけから分析できるデータを対象とする初歩的な因子分析に関する
WebClass課題を解く(120分）。

マーケティング関連データに対する因子分析の適用事例を紹介する。 それからクラウド開発環境Google Golab上でPythonの機械学

第11回
習ライブラリscik i t-1 earnをインポートし、 インターネットから取得したマーケティング関連データに対して因子分析をおこな
う。 講義前、 因子分析の分析手順を第10回プリントで復習しておく(120分）。 講義後、 因子分析のプログラム上の処理手順を第10
回のプリントを手掛かりに復習する(120分）。

アンケートの自由記述データの処理など質的変数間の内部構造を分析する対応分析（コレスポンデンス分析／数塁化III類）をアン
ケートデータの例で解説する。 講義前、 キー ワ ー ド「コレスポンデンス分析」「数量化」等で検索し、 コレスポンデンス分析を適

第12回 用した具体例を下調べしておく(120分）。 講蓑後、 その具体例のカテゴリスコア散布図、 サンプルスコア散布図における第一軸、
第二軸の解釈に至る手順を確認する。 またクロス集計表だけから分析可能なデータを対象とする対応分析に関する\1ebClass課題を
樅く(120分）。

クラウド開発環境Google Golab上でPythonの機械学習ライブラリmcaをインポートし、 インターネットから取得したアンケートデー

第13回
タに対してコレスポンデンス分析（数呈化III類）をおこなう。 講菰前、 コレスポンデンス分析の分析手順を第12回プリントで復習
しておく(120分）。 講著後、 コレスポンデンス分析のプログラム上の処理手順を第12回プリントを手掛かりに復習する(120
分）。




